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東
北
電
力
は
本
年
二
月

一
九
日
、
女
川
２
号
機
を

九
月
に
再
稼
働
す
る
と

公
表
し
ま
し
た
。
能
登
半

島
で
元
日
早
々
震
度
７

の
大
地
震
被
害
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
避

難
計
画
も
不
十
分
の
ま

ま
で
す
。
国
民
の
安
全
を

な
い
が
し
ろ
に
し
た
こ

の
発
表
に
大
き
な
怒
り

の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。 

            

女
川
原
発
再
稼
働
は
、

重
大
事
故
潜
在
リ
ス
ク
が

高
く
、
三
月
に
は
稼
働
阻

止
全
国
集
会
が
持
た
れ
ま

し
た
。
女
川
原
発
は
事
故

を
起
こ
し
た
福
島
原
発
と

同
型
で
す
が
、
福
島
原
発

は
放
射
線
量
が
高
く
「
事

故
の
現
場
検
証
」
も
な
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

女
川
原
発
で
事
故
が
起

こ
れ
ば
岩
手
県
も
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
す
。
日
本

海
溝
の
陸
よ
り
の
海
域
を

震
源
域
と
す
る
大
地
震
が

三
〇
年
以
内
に
７
０
～
９

０
％
の
確
率
で
起
こ
る
と

政
府
の
地
震
調
査
委
員
会

が
予
測
値
を
引
き
上
げ
て

お
り
、
稼
働
を
さ
せ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。 

             

宮
城
県
で
貯
蔵
の 

放
射
能
汚
染
物
の 

焼
却 

に
つ
い
て 

岩
手
県
知
事
へ 

質
問
書 

 
 

本
会
が
提
出 

 

五
月
二
三
日
、
私
達
三
陸

の
海
・
岩
手
の
会
は
、
岩
手
県

知
事
に
質
問
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
内
容
は
、
福
島
原
発
事

故
時
に
宮
城
県
下
で
発
生
し

た
放
射
性
汚
染
廃
棄
物
を
宮

城
県
外
で
焼
却
処
分
す
る
と

の
情
報
が
あ
り
ま
す
が
、
実

施
あ
る
い
は
計
画
の
有
無
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
、
と

言
う
も
の
で
す
。
あ
る
場
合

は
、
即
時
停
止
措
置
及
び
そ

の
内
容
の
通
知
を
求
め
ま
す
、

と
し
、
六
月
二
四
日
ま
で
の

回
答
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

県
か
ら
、
七
月
一
二
日
に
延

期
し
た
い
と
の
意
向
が
示
さ

れ
了
解
し
ま
し
た
。 
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来
る
七
月
七
日
、
宮
城
県
女
川

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
阻
止
を

め
ざ
し
て
、
現
地
女
川
町
内
で
講

演
会
と
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
講
師
は
、
３
・
１
１
福
島
原
発

事
故
の
被
ば
く
者
の
声
を
ル
ポ
し

発
信
し
て
い
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
青

木
美
希
さ
ん
で
す
。 

講
演
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
信
さ

れ
、
盛
岡
で
は
岩
手
県
高
校
教
育

会
館
大
ホ
ー
ル
で
大
画
面
で
の
視

聴
集
会
が
持
た
れ
ま
す
。 

 

五
月
二
五
日
、
岩
手
の
市
民
達

が
原
発
視
察
バ
ス
ツ
ア
ー
で
女
川

町
を
訪
れ
、
原
発
の
現
状
を
学
習

し
ま
し
た
。
町
民
か
ら
「
女
川
原
発

は
、
福
島
事
故
原
発
と
同
じ
一
九

七
〇
年
代
マ
ー
ク
１
型
で
安
全
対

策
も
不
十
分
な
旧
式
で
す
。
し
か

も
３
．
１
１
の
地
震
・
津
波
で
被
災

し
修
理
を
重
ね
て
来
た
傷
だ
ら
け

の
老
朽
原
発
で
す
。
福
島
の
事
故

原
発
は
現
場
検
証
さ
え
出
来
て
い

ま
せ
ん
。
本
当
に
不
安
で
す
」 

と

の
声
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

東北電力女川原子力発電所 

■ 三機の原発 

１号機 52 万 4000Kw 沸騰水型（マークⅠ） 

 1984.6 営業運転開始 2018．12 運転終了   

２号機 82 万 4000Kw 沸騰水型（マークⅠ改良） 

1995.5 営業運転開始 

３号機 82 万 4000Kw 沸騰水型（マークⅠ改良） 

2002.1 営業運転開始 

使用済み核燃料は合計２７９０体（５８０ウラ

ントン）が上層階のプールで冷却中です。 

■ 原発の被災：現状 
２０１１年３．１１ 東日本大震災で、大きな

損傷を被り、以後現在まで停止中です。 

３．１１以後 ３回の震度５級の地震あり 

■ 原子力規制委員会の審査経過 
２０１３年 １２月 7 日 ２号機：「新規制基

準適合審査」を原子力規制委員会に申請 

2020.2.26 原子炉設置変更許可申請：許可 

2021.12.23 工事計画認可申請：許可 

2023.2.15 保安規定変更許可申請：許可 

原子力規制委員会は責任を負えるのでしょうか？ 

http://sanriku.my.coocan.jp/
http://sanriku.my.coocan.jp/


     女
川
町
は
一
八
ｍ
を
超
え
る

大
津
波
に 

盛
岡
か
ら
三
四
人
を
乗
せ

て
出
発
し
た
バ
ス
が
女
川
町

役
場
付
近
に
到
着
し
た
時
、

最
初
に
目
撃
し
た
の
は
女
川

交
番
の
頑
丈
な
鉄
筋
建
造
物

が
横
倒
し
に
さ
れ
た
姿
で
し

た
。
女
川
は
波
高
一
八
ｍ
以

上
の
大
津
波
に
襲
わ
れ
町
並

み
の
三
分
の
二
が
次
々
に
流

さ
れ
、
死
者
・
行
方
不
明
者
合

わ
せ
て
八
二
七
名
の
犠
牲
者

を
出
し
ま
し
た
。 

        

女
川
原
発
は
紙
一
重
で 

 

助
か
っ
た 

町
役
場
か
ら
丘
陵
を
一
つ

超
え
た
海
岸
に
女
川
原
発
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
原
発
港

に
も
波
高
１
３
ｍ
の
津
波
が

押
し
寄
せ
ま
し
た
。
原
発
敷

地
高
ま
で
あ
と
８
０
セ
ン
チ

の
差
で
津
波
の
直
撃
を
免
れ

ま
し
た
が
、
実
際
に
は
五
系 

     統
あ
っ
た
外
部
電
源
の
う
ち

た
っ
た
一
系
統
残
っ
た
の
み
。

１
号
機
は
高
圧
電
源
室
が
火

事
。
２
号
機
は
地
下
室
に
海

水
が
浸
入
し
残
っ
た
熱
交
換

器
も
Ａ
系
統
の
み
の
片
肺
冷

却
で
し
た
。
四
月
一
七
日
の

余
震
も
含
め
て
紙
一
重
で
大

事
故
を
免
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
全
く
の
偶
然
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。 

      

  住
民
運
動
が
港
湾
の
し
ゅ
ん

せ
つ
（
浚
渫
）
提
言
。
大
事
故

を
防
い
だ 

「
紙
一
重
の
差
」
の
話
に
、

も
う
一
つ
の
安
全
策
の
話
を

説
明
の
高
野
さ
ん
か
ら
聞
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
下
図
の
女

川
原
発
港
の
浚
渫
の
話
で
す
。

チ
リ
地
震
津
波
の
時
の
女
川

原
発
の
港
内
は
引
き
潮
で
マ

イ
ナ
ス
６
ｍ
位
の
湾
底
が
見

え
ま
し
た
。
住
民
説
明
会
で
、

住
民
が
「
こ
れ
で
は
原
発
の

海
水
冷
却
が
止
ま
る
。
も
っ

と
湾
港
を
深
く
す
る
べ
き
だ
」

と
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

東
北
電
力
は
、
そ
の
後
、
浚
渫

工
事
を
行
い
、
海
面
下
１
０
・

５
ｍ
ま
で
の
堀
さ
げ
ま
し
た
。

高
野
さ
ん
は
港
を
深
く
し
波

頭
が
せ
り
上
が
ら
な
い
効
果

が
あ
っ
た
と
述
べ
ま
し
た
。 

       

マ
ー
ク
１
型
は 

旧
式
老
朽
原
発
だ 

高
野
さ
ん
は
、
女
川
原
発
は

福
島
原
発
と
同
じ
で
事
故
対

策
が
あ
ま
り
に
貧
弱
で
す
と

強
調
し
ま
し
た
。
例
え
ば
①

原
子
炉
の
格
納
容
器
が
加
圧

式
型
に
比
し
容
積
が
９
分
の

１
し
か
な
く
狭
い
。
②
使
用

済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
が
上
階

に
あ
り
事
故
時
に
冷
却
水
が

漏
れ
る
危
険
が
大
き
い
。
③

冷
却
水
の
喪
失
は
、
核
燃
料

ペ
レ
ッ
ト
の
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム

合
金
被
覆
管
の
空
気
中
で
の

燃
焼
と
そ
の
破
損
に
繋
が
る

と
想
定
さ
れ
る
。
女
川
原
発

製
造
時
の
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
被

覆
管
の
製
造
企
業
が
倒
産
し

現
在
日
本
に
は
不
在
で
あ
る
。

④
溶
接
工
事
は
特
に
難
し
く

応
力
腐
食
割
れ
も
進
ん
で
い

る
等
を
あ
げ
ま
し
た
。 

    

現
地
で
案
内
し
て
戴
い
た
お
二

人
を
囲
ん
で
意
見
交
換
会
が
持
た

れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
質
問
や
意

見
が
多
く
出
さ
れ
、
私
（
尚
）
も
二

点
ほ
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。 

 女
川
周
辺
に
福
島
原
発
か
ら

の
放
射
能
が
飛
来
？ 

（
質
問
）
福
島
原
発
事
故
時

の
放
射
能
の
拡
散
に
つ
い
て
、

福
島
原
発
か
ら
の
放
射
能
が
、

宮
城
県
と
岩
手
県
南
部
に
飛

来
し
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

特
に
女
川
原
発
周
辺
で
１
時

間
あ
た
り
２
１
マ
イ
ク
ロ
シ

ー
ベ
ル
ト
で
、
普
段
の
７
０

０
倍
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

は
福
島
原
発
か
ら
の
放
射
能

と
す
る
よ
り
、
女
川
原
発
か

ら
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
？ 

□
答
え
。
そ
の
点
は
私
た
ち

に
も
疑
問
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
時
の
風
向
や

放
射
線
核
種
の
数
値
な
ど
か

ら
福
島
か
ら
き
た
と
の
判
断

も
あ
り
得
ま
す
。 

八
〇
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
／
ｋ
ｇ
超
え

の
稲
藁
と
牧
草 

（
質
問
）
女
川
原
発
市
民
運

動
の
「
通
信
」
に
「
宮
城
県
は 

事
故
後
高
レ
ベ
ル
放
射
性
汚

染
物
を
該
当
市
町
村
で
保
管

し
て
き
た
が
、
今
後
県
外
に 

    

移
送
し
て
焼
却
す
る
と
い
う 

方
針
を
打
ち
出
し
た
」
と
の

記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
岩
手

の
焼
却
施
設
に
も
送
ら
れ
て

来
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

                              

□
答
え 

大
崎
町
で
の 

運
動
の
中
で
そ
の
よ
う
な
動

き
が
あ
る
事
を
知
り
、
追
及

し
て
い
る
。
特
に
焼
却
を
考

え
て
い
る
の
は
「
８
０
０
０

ベ
ク
レ
ル
／
ｋ
ｇ
ま
で
下
が

っ
た
稲
藁
と
牧
草
で
す
。
移

送
し
て
処
分
し
た
い
ら
し
い
。

と
ん
で
も
な
い
事
で
す
。 

                           ◇
盛
岡
で
は
、
会
場
を
借
り

て
、
大
画
面
で
オ
ン
ラ
イ
ン

視
聴
し
ま
す
。 

会
場
：
岩
手
県
高
校
教
育
会
館 

大
ホ
ー
ル
（
盛
岡
市
志
家
町
） 

講
演
会
時
間
： 

一
三
時
半
～
一
五
時 

 

＊
視
聴
集
会
参
加
の
申
し

込
み
は
、岩
手
県
生
協
連
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

電
話
：
０
１
９-

６
８
４-

２
２
２
５ 

 

フ
ァ
ッ
ク
ス
： 

０
１
９-

６
８
４-

２
２
２
７ 

 

 

※
ク
ル
マ
で
来
場
の
場
合
は
志
家

大
駐
車
場
等
周
辺
の
有
料
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

 

県高校会館

女
川
原
発
視
察
バ
ス
ツ
ア
ー
報
告
記 

旧
式
マ
ー
ク
１
型

老
朽
原
発
の
再
稼
働
に
戦
慄 

元
女
川
町
議 

高
野
博
さ
ん
の
お
話
か
ら 

 

（
尚
） 

鉄筋建造物

１号機高圧

鉄筋建造物

アルプス処理水のこと

を

高
野
博
さ
ん
と
多
々
良
哲
さ
ん
を
囲
ん
で 

 
 

岩
手
か
ら
の
バ
ス
ツ
ア
ー
：
意
見
交
換
会 

被
曝
の
危
険 : 

科
学
的
な
知
識
を 

子
供
達
に
こ
そ
知
っ
て
ほ
し
い 


